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Abstract
・⼤マゼラン雲にあるWR星HD38030のダスト形成に関する論⽂。
・⾚外測光観測 à ダスト形成、周期
・分光観測 à 連星系の物理状態
・結果：連星系の恒星⾵衝突による（⽐較的短いタイムスケールの）ダスト形成。
・ダスト形成の期間が短い⻑周期WC+O型CWBのよいサンプル。

Observations
・Photometry：WISE, NEOWISE-Post Cryo, NEOWISE-R, Spitzer/SAGE-LMC survey, AKARI, DENIS, 2MASS, IRSF, …
・Spectroscopy：Magellan/Baade / Magellan Echellette Spectrograph (MagE), 1” slit à R~4100

・𝜆5801-12 C IV blendの動径⽅向の速度を⽐較
à ⼤きな(77±12 kms-1)シフト
à WC4星とO9.7星が連星系を形成
à 衝突⾵連星

Results
・HeII, CIII-IV, OIV-V輝線

~ HD37026 (WC4@LMC)
・ 吸収線があるのが異なるところ（Hα, Hβ）

・X線観測の必要性・重要性

輝線のEW

・He II 4542とHe I 4471の強度⽐ à B0.2 ~ O9.5
・Weak Si III 4552 vs He II 4542 à O9.7 for companion
・𝜆4089 Si IV / 𝜆4026 He I ~ 0.4 à luminosity class = III or V
・Balmer lines (H𝜁, H𝛿, H𝛾 and H𝛽)のEWをテンプレートと⽐較
à 0.37+/-0.07
à 系全体でV=12.99 mag, 伴星>1.1mag (⽐system）, >0.6mag（⽐WC4）

・絶対等級：Mv＝-6.1mag, 伴星：Mv=-5.0+/-0.2 mag (D=49.6kpc)

時間変動とダスト温度

・2000~2010~2017年まで変動なし。
・2018年に急激な増光。
・NEOWISE-Rによる周辺326個の天体の位置に変化なし。近くに分⼦雲もなし。
à バーストの要因はこのWR系

・ダスト形成は⾮常に短いタイムスケール
à 軌道上の狭いタイミングで形成
à ⻑楕円軌道

・ダスト温度〜650K (cf : 典型的なCWB~1000K）
à terminal velocity ~ 3148km/s (> 2860km/s for WR140）
à ダストの分散による温度低下

輝線の速度変化
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・WR112の描像はこんな感じ（à）
・DPR of WR112

≒ WR48a
: large orbital separation/period
: 

≒ WR104
: ~yr period
: 4 x 10-6 Msun/yr

・ダストを⽣成するWC systemに多様性

Fig.7

Summary
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